
85 人
分団員

上町・中町・下町・切明・迎町・
中央通・横町・立町・正院町・
栄町・東正観寺・西正観寺・
亘・築地・高野瀬・北原・立石・
片角

樋口　正博

第1分団

●区域

分団長

120人
分団員

辻・上西寺・中西寺・
南古閑・北古閑・下西寺・
神来・野間口・東原・深川・
大琳寺・北宮・大塚・村田・
上長田・下長田

緒方　哲郎

第6分団

●区域

分団長

42人
分団員

辺田・荒牧・台・瀬戸口・
高田

笠　　英輝

第11分団

●区域

分団長

74人
分団員

津留・小原・高柳・湯舟・
北桜ケ水・南桜ケ水・平

平山　　英

第16分団

●区域

分団長

49人
分団員

永出分・桜山一・桜山二・
桜山三・桜山四・桜山五・
桜山六・桜山七・桜山八・
桜山九・富納・永・永南

西　　文宏

第21分団

●区域

分団長

44人
分団員

南住吉・上住吉・北住吉・
飛熊

坂本　慎也

第22分団

●区域

分団長

54人
分団員

富出分・田中・富・朝日団地・
村吉・富の原中央・富の原台・
富の原東・富の原北・
富の原一・富の原西

松岡　安典

第23分団

●区域

分団長

42人
分団員

久米一・久米二・三万田・
高江・高江出分

御手洗　直

第24分団

●区域

分団長

51人
分団員

田島一・田島二・猪の目・岡・
平野・井戸方・佐野・糠泉

大住　和宏

第25分団

●区域

分団長

69人
分団員

小川・姫井・楠原・九ノ峰・
岩本・伊萩

岩根　道也

第17分団

●区域

分団長

58人
分団員

妻越・大迫・高永・伊坂

坂本　竜治

第18分団

●区域

分団長

47人
分団員

川上・川下・出分・
あさひが丘・川辺南団地・
片川瀬・尾足

松永　伸二

第19分団

●区域

分団長

47人
分団員

薬師・上高江・竹の下・
福本二・福本一・田吹

村田　義喜

第20分団

●区域

分団長

59人
分団員

甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所

中島　浩之

第12分団

●区域

分団長

48人
分団員

戸田島・田中・本村・加恵・
五海・西郷・羽根木・蟹穴

上村　智英

第13分団

●区域

分団長

34人
分団員

岩瀬・前川・板井・梶迫・林原・
元村

高野　和義

第14分団

●区域

分団長

40人
分団員

内島・打越・新村・小野崎・
大尺・松島・上橋田・
下橋田

牧岡　隆博

第15分団

●区域

分団長

63人
分団員

上出田・下出田・広瀬・
植古閑・木柑子・花房台

中林　洋一

第7分団

●区域

分団長

60人
分団員

今・甲森北・乙森北・上古閑・
上赤星・下赤星

森　　敏浩

第8分団

●区域

分団長

61人
分団員

堀切・稗方・遊蛇口・袈裟尾・
玉祥寺

水口　善助

第9分団

●区域

分団長

35人
分団員

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川

西口　雅洋

第10分団

●区域

分団長

76人
分団員

松島・神鶴・柿木平・日向・
中原・藤田・上木庭・
下木庭

髙岡　信夫

第2分団

●区域

分団長

102人
分団員

鍋倉・佐野・原細永・日生野・
伊牟田・永山・伊野・杉生・
木護・柏・戸城・鉾の甲・
板井原・下組・長六・塚原・
岩平

緒方　陽一

第3分団

●区域

分団長

71人
分団員

雪野・寺小野・染土・長野・
龍門１・小木・鳳来・穴川

冨田　公喜

第4分団

●区域

分団長

101人
分団員

東迫間・西迫間・市野瀬・
中野瀬・七坪・太田・戸豊水・
大柿・平野・茂藤里・篠倉・
伊倉・道園・金峰・生味・
立門・木佐木・滝黒仁田・
古川

渡邉　明人

第5分団

●区域

分団長

団　長　村上　忠吉

旭志方面隊長　田崎　栄一

菊池北副方面隊長　緒方　一敏

旭志副方面隊長　芹川　博文 旭志副方面隊長　東　　謙一 泗水副方面隊長　井上　祐治 泗水副方面隊長　井藤　弘樹

菊池南副方面隊長　信岡富登志 七城副方面隊長　原　　邦博 七城副方面隊長　工藤　雅彦

泗水方面隊長　佐々木良一 菊池北副方面隊長　荒木　新勝 菊池南副方面隊長　塚﨑　英成

菊池北方面隊長　岩木　憲文 菊池南方面隊長　宮川　忠正 七城方面隊長　坂本　道博

問い合わせ先　安全対策課消防防災係　　☎（25）1111　　七城総合支所総務振興課　☎（25）1000
　　　　　　　旭志総合支所総務振興課　☎（37）3111　　泗水総合支所総務振興課　☎（38）2111

日ごろからの安全確認
　家の周りは安全ですか。災害が発生してから慌てることの
ないように、日ごろから近くの河川や堤防、がけ崩れしそう
な危険個所がないかを確認してみましょう。
　災害で避難が必要になった場合は、防災行政無線などで
指示があります。いざというときの避難場所などを確認し、
避難経路に危険がないかなども確認しておきましょう。
すぐにできる災害対策
　風水害の備えについて、家族や地域で話し合ったり、防災
訓練や防災活動をしたりするのも大切なことです。
　停電に備えて、懐中電灯などの災害用具をそろえることは

すぐにでもできる安全対策です。
　風水害だけでなく、地震などの災害に備えるためにも、懐
中電灯、携帯ラジオ、非常食、現金、救急用品、飲料水、衣
類などを準備しておきましょう。
　高齢者や子ども、病人、体の不自由な人が地域にいる場合
は、地域の人たちの手助けが必要です。消防団などと協力し
て、日ごろから協力体制を築いておきましょう。
　菊池市消防団では、村上忠吉団長以下 1,632 人の団員が、
25分団に分かれて活躍しています。団の幹部と組織は次の
とおりです。防災活動などの参考にしてください。
（敬称略）

　６月と７月は、一年の中で最も雨量が多い時期で、土砂災害が発生
しやすい時期でもあります。
　私たちの生命と財産を一瞬にして奪い、地域にも深刻な被害をもた
らす災害。災害を未然に防ぎ、被害を最小限に食い止めるためには「日
ごろの備え」と「早めの避難」を心がけることが大切です。 昨年、菊池市龍門で起きた土砂災害

家族や地域で考える災害対策
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